
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ＝スクーリング  Ｓ Ｔ ＝ 定 期 テ ス ト  
特Ｓ＝水曜特別スクーリング 
 ３修Ｓ＝３修生スクーリング   
網掛けは学校休業日（電話応対できません） 

 
日 曜 ８行事予定

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火 レポート作成日⑧

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日 Ｓ⑪

22 月

23 火 少人数コミュニケーション講座④

24 水 特Ｓ

25 木 ３修Ｓ⑥

26 金

27 土

28 日 Ｓ⑫

29 月

30 火 レポート作成日⑨

31 水 特Ｓ

９日～１５日

通信制職員室 閉室

緊急時（090-7046-9403）

日 曜 ７月行事予定

1 金

2 土 休業日

3 日 ＳＴ⑨　総合探究

4 月 休業日

5 火 レポート作成日⑥

6 水 特Ｓ

7 木

8 金 特別テスト合格期限

9 土 休業日　県生活体験発表会

10 日 追再T

11 月 休業日

12 火 レポート作成日⑦

13 水

14 木

15 金 第１回学習期限

16 土 休業日

17 日 Ｓ⑩

18 月 海の日

19 火 少人数コミュニケーション講座③

20 水 特Ｓ

21 木

22 金

23 土 休業日

24 日 夏季学習会

25 月 休業日

26 火

27 水

28 木

29 金 休業日

30 土 休業日

31 日 休業日
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１年 岡田真奈さん 

「自分らしさ」 

 ６月５日の生活体験発表会では、各学年より１名の代表者が、自分自身の経験から気づいたことや学ん

だことを発表しました。発表者は、自分自身と向き合い、素直な思いを伝えてくれました。発表への感想

では、自身の体験と重ね合わせて共感する姿、発表からの学びを次へ活かそうとする姿が見られました。 

【最優秀賞】 岡田真奈さん  ７月９日に行われる県定通生活体験発表会に出場します。 

【優 秀 賞】 小池李音さん  中部地区通信制生活体験発表会に出場する予定です。 

岡田さんの話に共感しました。クラスで頑張

ることに対して足を引っ張らないように、テス

トの点数や授業中の姿、勉強で劣らないように

と、いい子で真面目にしていたことは何年もあ

りました。それが溜まって、学校へ行けなかっ

たことがあります。岡田さんの言葉にあるよう

に自分を許すことや認めることも大切だと分

かりました。 

私も、小学校の頃から良い子でいなければい

けない、しっかりしないといけないという考え

に捉われるようになり、どんどん自分の考えを

失っていった時期がありました。考える時間が

できたことで、少しずつ自分がやりたいことを

やっていい、良い子でいる必要はないと思うよ

うになりました。自分らしさ、自分の考えを持

つことは大事だと今一度考えることができま

した。 

自分が経験したこと、思っていたことをしっ

かりと話していて、心に響く発表だと思いまし

た。クラスメイトの一人のことを知ることがで

きて良かったと思いました。 

「完璧じゃなくても良いから失敗して色々な

ことに挑戦したい」という言葉が心に残りまし

た。 
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２年 宮下夕輝さん 

「言葉のナイフ」 

もう一度、友だちとの関わり方や SNS の使

い方を見直そうと思いました。私もネット上の

相手に助けられたところがあるので、ネットに

も長所があることはよく分かります。言葉で簡

単に人を傷つけてしまうことを忘れず、友人関

係などを大切にしていきたいなと思いました。

もしかしたら気づかないうちに自分も誰かを

傷つけてしまっているという言葉の責任感を

感じることができました。 言葉のナイフは人を傷つけ、決して許される

ことではないと改めて学びました。紙はクシャ

クシャにしたら綺麗に直すことはできません。

心も一緒だと思います。ネット上には言葉のナ

イフがたくさんあるし、自分に向けたものでは

なくても傷つくことはあります。しかし、ネッ

トを通じて救われる人もたくさんいることな

ど色々と考え直すことができました。 

 現実の世界でも、相手が自分の言葉をどう捉

えるのか、常に考えてコミュニケーションをと

りたいと思いました。 

 辛いことがあっても頑張りたいと思いまし

た。私もネッ友がいるので大切にしたい。 

３年 尾上和樹さん 

「通信制に入学して 

変わったこと」 

尾上君のことは、小中学校から一緒なのでよく知

っています。だから、通信制に入学してから、色々

な面で変わったことが、すごく伝わってきます。 

これからも、良い方向に変わり続けて欲しいです。 

私も通信制に通うことに対して不安があり、本

当に変わることができるのか分かりませんでし

た。まだ２ヶ月しか経っていないけど、その中でも

たくさんの人と関わっていることが、今一番変わ

れている部分だと思っています。人は環境があれ

ば、変わることができるのだと思いました。 
自分の苦手だったことを自分から進んで

直そうとするのは、なかなかできることでは

ありません。それでも通信制に入ってから変

わろうとする和樹さんは素敵だと思うし、見

習うべきだと思いました。 

自分から積極的に物事に取り組み、周りの生徒

や先生たちと関わろうとする姿を見習いたいと思

いました。 

４年 小池李音さん 

「過去を忘れないように」 

過去を振り返ることは、辛い経験を思い出し

てまた辛くなってしまうこともある。けれど、

過去から目を反らさず見つめ直すことはすごい

と思いました。私も優しさは当り前じゃないと

思うので、忘れないようにしたいと思いました。 

過去のことを忘れず、それを土台にして前向

きに生きていこうとする意思が伝わってきまし

た。支えてくれる大人や心配してくれる友達が

いることが良いなと思います。 

僕も同じような経験をしたことがあるので、

とても共感しました。周りの人と違う自分、周

りの人の期待に応えられない自分というのは

とても辛く、自己嫌悪に陥ることもあります

が、一からやり直しができたことがとても素晴

らしいと思いました。 

苦しい中でも前に進もうとする姿が思い浮か

んで、とてもすごいと思ったし感動しました。 
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※学校への提出書類は、担当（岩田）までお願いいたします。 

 

6 月 19 日に、株式会社さんぽう支社長の千田祐司様による進路ガイダンスを実施しました。「進学の手引

き」と「就職の手引き」を配布しました。「手引き」は、ホームページにも掲載しました。 

＜就職希望者へ＞ 

 ７月１日より高校生求人の受付が始まっています。学校に来ている求人票は一覧にして教室の後ろに掲示し

ます。担任の先生と相談して、早めに求人情報を確認しましょう。 

＜進学希望者へ＞ 

 ＡＯ入試・推薦入試のエントリーが始まりました。調査書・推薦書が必要な 

場合は早めに担任の先生に申し出てください。（原則、調査書、推薦書の発行 

には数日かかります。） 

エントリーやオープンキャンパスへの参加は、事前に担任へ伝えてください。 

「日本学生支援機構」の奨学金を利用される方へ 

インターネットでの申請と学校への書類提出が必要

です。 申込期限  ７月２２日（金） 

【男子シングルス 準優勝】 

荒井 翔吾 

【女子シングルス 優勝】 

太田 実来 

【女子団体 優勝】 

太田 実来 

坂上 雪菜 

定時制・通信制 高校総体 

卓 球 

バドミントン 

【女子シングルス 出場】 

伊東 聖莉 

卓球部は、７月２６～２８日

に東京都で行われる全国

大会へ出場します！ 

（岐阜県大会） 


